
令和３年度　生活習慣アンケート調査　事前意見に対する回答

質問項目 回答選択肢 方針 理由

問６
質問の内容が漠然としているように感じます。もう少し具体的な表現の
質問にした方がいいのではないでしょうか。（問２と内容が似ている）

問６
過去1ヵ月間、どのくらい元気でしたか。（○はひとつ）

１　非常に元気だった　　　２　かなり元気だった　　　３　少し元気だった
 ４　わずかに元気だった　 ５　ぜんぜん元気でなかった

×
問２～問９は、この回答を用いて健康関連ＱＯＬ指標のひとつである
ＳＦ８の得点を算出しておりますので現質問項目のまま調査したいと
考えております。

問２１
何を聞きたいのか回答者が迷ってしまうような質問の気がします。表現
を変えてみてはいかがでしょうか。

問２１
あなたの地域の人々は、一般的に信用できると思いますか。（○はひ
とつ）

１　とても信用できる　　　　２　まあ信用できる　　　　３　どちらともいえない
４　あまり信用できない　　　５　全く信用できない ×

住民組織活動を通じたソーシャルキャピタル醸成・活用にかかる手引
き（Ｈ27・３　厚生労働省健康局がん対策・健康増進課作成)）を参照
しているため現質問項目のまま調査したいと考えております。

Ｑ６
`5 その他（）`とありますが、詳細な事情まで把握する必要はあるので
しょうか。Ｑ４．５は「その他」だけの選択となっていますが。

Ｑ６
あなたの世帯の構成は、次のうちどれですか。（○はひとつ）

１　１人暮らし　　　　　　　　　　　　２　夫婦のみ
３　二世代家族（例：親と子ども）
４　三世代家族（例：親と子どもと孫）
５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○
対応します。
（）を削除します。

Ｑ８
収入額には単位「円｝を入れた方がいい。

Ｑ８
Ｑ７で答えた世帯全体の合計収入（税引き前で年金を含みます）は、
令和２年１年間で次のうちどれですか。（○はひとつ）

１　100万未満　　　　　　　２　100～200万未満
３　200～300万未満　　　４　300～400万未満
５　400～500万未満       ６　500～600万未満
７　600～700万未満　　　８　700～800万未満
９　800～900万未満　　　10　900～1000万未満
11　1000万以上

○
対応します。
円を追記します。

Ｑ９
８０才以上の高齢者の場合、小学校卒の方もいると思います。
「小学」ないし「その他」の区分を追加してほしい。

Ｑ９
あなたの学歴に関して、「在学中」の方はその学校について、「卒業」
の方は最終卒業学校　　（中途退学をした方はその前の学校）につい
てお答えください。予備校などはここでいう学校には含めません。

１　在学中　　　　　　　　　　　　 １　中学
２　卒業　　　　　　　　　　　　　  ２　高校・旧制中
３　在学したことがない　　       ３　専門学校
　　　　　　　　　　　　　　　　      ４　短大・高専
　　　　　　　　　　　　　　　　      ５　大学
　　　　　　　　　　　　　　　　      ６　大学院

○
対応します。
７その他を追記します。

問１９
コロナ渦においては、地域活動は、ほとんど行われていないのではない
か。
問３６のように「この２年間」とするか、問２９のように「新型コロナウイル
スの影響による」とするか、工夫した方が平常時の実態を把握できるの
ではないでしょうか。

問１９
あなたは、この１年間に、趣味・スポーツ・地域の行事等、何らかの地
域活動に参加しましたか。（○はひとつ）

１　参加した　　　　　　　　　　　　　２　参加していない ○

対応します。
回答選択肢を
１、参加した　２、参加していない（特に理由はない）　３、参加してい
ない（新型コロナウイルスの影響による）を追記します。

問１０
体格に関して、現在、自分自身で肥満、普通、やせのどれと考えている
のかの質問を入れてはどうか。

問１０
あなたの体格についてお伺いします。
ア　あなたの身長と体重をご記入ください。
　　（cm単位、kg単位でお答えください）
イ　あなたは、現在の体重についてどのように考えていますか。
　　（○はひとつ）

ア　現在の身長（　　　　　　　　）cm　（小数第１位まで）
      現在の体重（　　　　　　　　）kg （小数第１位まで）
イ　１　今より増やしたい
　　 ２　このままでよい
　　 ３　今より少し（４kg以内）減らしたい
 　　４　今よりかなり（４kgを超えて）減らしたい

×
イの部分で体重に関し伺っているため現質問項目のまま調査したい
と考えております。

問３９
高齢女性の健康にかかわる閉経後骨粗鬆症に関する質問（具体的には
腰椎骨折、大腿骨頸部骨折、その他の部位の骨折）は必要ないか？

問３９
あなたは現在、治療中、または、医師から言われている病気や症状
がありますか。
あてはまるものをすべて選んでください。（複数回答可）

１　特になし　２　高血圧症　３　糖尿病　４　脂質異常症
５　心臓病　　６　ぜんそく・アレルギー疾患　７　脳卒中
８　更年期障害　９　婦人科疾患　10　前立腺疾患
11　腎疾患（腎臓病）　12　貧血　13　痛風　14　肝疾患
15　がん　16　腰痛・膝痛・肩痛・足部痛等
17　その他（　　　　　　　　　　　　）

×
全年代を対象としている調査のため、現質問項目のまま調査したい
と考えております。

問４２
糖尿病性腎症に関する質問に関して、現在　糖尿病性腎症を含めた慢
性腎臓病の予防に視点がおかれており、その観点で質問をするべきで
はないか。

問４２
糖尿病性腎症とは、「糖尿病により高血糖状態が長く続くことなどが
原因で、腎臓の働きが悪くなる病気」のことです。
あなたは、この内容を知っていましたか。（○はひとつ）
※人工透析をはじめる原因の約４割は、糖尿病性腎症が占めていま
す

１　内容を知っていた
２　言葉は聞いたことがあるが内容は知らない
３  知らない

×
本設問については、令和元年度に追加した項目であり、引き続き糖
尿病性腎症の認知度及び経年変化を評価したいため、現質問項目
のまま調査したいと考えております。

濱詰委員
(千葉県ＰＴＡ
連絡協議会)

問３～問９
回答で、少しとかわずかになどという表現が、少しわかりづらいのではな
いかと思う。
人によって尺度がちがうのかなと感じた。

問３　過去1ヵ月間に、体を使う日常活動（歩いたり階段を昇ったりな
　　　ど）をすることが身体的な理由でどのくらい妨(さまた)げられま
　　　したか。
（○はひとつ）
問４　過去1ヵ月間に、いつもの仕事（家事も含みます）をすること
　　　が、身体的な理由でどのくらい妨(さまた)げられましたか。
　　　（○はひとつ）
問５　過去1ヵ月間に、体の痛みはどのくらいありましたか。
　　　（○はひとつ）
問６　過去1ヵ月間、どのくらい元気でしたか。（○はひとつ）
問７　過去1ヵ月間に、家族や友人とのふだんのつきあいが、身体的
　　　あるいは心理的な理由で、どのくらい妨(さまた)げられましたか。
　　　（○はひとつ）
問８　過去1ヵ月間に、心理的な問題（不安を感じたり、気分が落ち
　　　込んだり、イライラしたり）に、どのくらい悩まされましたか。
　　（○はひとつ）
問９　過去1ヵ月間に、日常行う活動（仕事、学校、家事などのふだん
の行動）が、心理的な理由で、どのくらい妨(さまた)げられましたか。
（○はひとつ）

問３ １　ぜんぜん妨(さまた)げられなかった     　２　わずかに妨(さまた)げられた
　　　３　少し妨(さまた)げられた                      ４　かなり妨(さまた)げられた
　　　５　体を使う日常活動ができなかった

問４ １　ぜんぜん妨(さまた)げられなかった       ２　わずかに妨(さまた)げられた
　　　３　少し妨(さまた)げられた                      ４　かなり妨(さまた)げられた
　　　５　いつもの仕事ができなかった

問５ １　ぜんぜんなかった　　　２　かすかな痛み　　　３　軽い痛み
       ４　中くらいの痛み　　　   ５　強い痛み      　　　６　非常に激しい痛み

問６ １　非常に元気だった　　　２　かなり元気だった　　　３　少し元気だった
      ４　わずかに元気だった　 ５　ぜんぜん元気でなかった

問７ １　ぜんぜん妨(さまた)げられなかった     　２　わずかに妨(さまた)げられた
       ３　少し妨(さまた)げられた                     ４　かなり、妨(さまた)げられた
     　５　つきあいができなかった

問８ １　ぜんぜん悩まされなかった　　　２　わずかに悩まされた　　　３　少し悩まされた
       ４　かなり悩まされた    　　　　　　　５　非常に悩まされた

問９ １　ぜんぜん妨(さまた)げられなかった　２　わずかに妨(さまた)げられた
　　　３　少し妨(さまた)げられた                 ４　かなり、妨(さまた)げられた
   　　５　日常行う活動ができなかった

×

問２～問９は、この回答を用いて健康関連ＱＯＬ指標のひとつである
ＳＦ８の得点を算出しておりますので現質問項目のまま調査したいと
考えております。

※ＳＦ８
　健康関連ＱＯＬ（Health Related of Life）を測定するための、科学的な信頼
性・妥当性をもつ尺度で、健康関連ＱＯＬとは、医療評価のためのＱＯＬとし
て、個人の健康に由来する事項に限定した概念として定義されている。今
回の評価に使うＳＦ８は、大きな調査用として用いられ、スコアが高いほどＱ
ＯＬが良好であることを示すものである。
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